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は
じ
め
に

ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派＊

１

こ
と
「
マ
オ
イ
ス
ト
」
は
、
二

〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
の
間
で
包
括
和
平
協

定
に
調
印
し
て
、
一
〇
年
間
に
お
よ
ぶ
内
戦
に
正
式
に
終
止
符
を

打
っ
た
。
そ
の
後
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
武
装
解
除
を
行
い
、

議
会
政
党
へ
と
転
換
し
た
。
本
稿
は
、
二
〇
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
二

一
世
紀
の
初
め
に
か
け
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
台
頭
す
る
過
程
を
記
す

と
と
も
に
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
か
ら
マ
オ
イ
ス
ト
が
議
会
政

党
へ
と
転
換
す
る
過
程
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
抱
え
て
き
た
問
題
に
つ

い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

マ
オ
イ
ス
ト
は
、
一
九
九
六
年
二
月
一
三
日
に
「
人
民
戦
争
」
と

呼
ば
れ
る
反
政
府
武
装
闘
争
を
開
始
し
た
と
き
に
は
、
全
国
に
七
五

あ
る
郡
の
う
ち
約
半
数
の
郡
に
し
か
党
組
織
を
も
た
な
い
小
政
党

だ
っ
た
。
し
か
し
、
反
封
建
主
義
思
想
と
平
等
主
義
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
巧
み
に
利
用
し
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
主
に
貧
困
層
と
被
差
別
階

層
の
農
民
や
女
性
を
引
き
付
け
る
と
と
も
に
、
独
自
の
戦
略
に
よ
り

徐
々
に
そ
の
武
装
勢
力
と
党
組
織
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
五

年
二
月
一
日
に
、
当
時
の
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
が
軍
を
使
っ
た
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
全
権
を
掌
握
す
る
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
主
要
七

政
党
と
接
近
し
て
、
国
王
政
府
を
倒
す
た
め
に
彼
ら
と
協
力
す
る
こ

と
に
合
意
し
た
。
主
要
七
政
党
の
呼
び
か
け
で
二
〇
〇
六
年
四
月
六

日
に
始
ま
っ
た
一
九
日
間
に
お
よ
ぶ
反
国
王
の
「
四
月
革
命
」
の
結

果
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
が
率
い
る
政
府
が
倒
れ
る
と
、
マ
オ
イ
ス

ト
は
停
戦
を
宣
言
し
て
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
。
こ
の
と
き
、
マ

オ
イ
ス
ト
は
首
都
圏
と
平
野
部
の
一
部
を
除
く
大
半
の
国
土
を
支
配

第
Ⅰ
部 
暴
力
が
壊
す
社
会
、
生
み
出
す
絆

武
装
勢
力
か
ら
議
会
政
党
へ

―
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
マ
オ
イ
ス
ト
の
変
貌

小
倉
清
子
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国
王
が
複
数
政
党
制
度
を
復
活
す
る
と
い
う
民
主
化
宣
言
を
し
た
。

そ
の
後
、
立
憲
君
主
制
の
も
と
に
、
そ
れ
ま
で
非
合
法
だ
っ
た
政
党

は
自
由
に
活
動
を
始
め
た
。

パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
時
代
、
ネ
パ
ー
ル
共
産
党＊

３

は
数
度
の
分
裂
を
経

験
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
共
産
系
小
政
党
が
存
在
し
た
。
な
か
で
も
極

左
系
と
し
て
知
ら
れ
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
母
政
党
と
も
言
え
る
ネ
パ
ー

ル
共
産
党
マ
サ
ル
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
武
装
闘
争
を
試
み
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
の
民
主
化
後
、
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
マ
サ
ル

は
他
の
小
さ
な
共
産
系
政
党
と
合
併
し
て
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
に

ネ
パ
ー
ル
共
産
党
エ
カ
タ
・
ケ
ン
ド
ラ
（
以
降
「
エ
カ
タ
・
ケ
ン
ド

ラ
」
と
記
す
）
を
結
成
し
た
。
翌
年
開
か
れ
た
エ
カ
タ
・
ケ
ン
ド
ラ
の

合
同
会
議
で
、
同
党
は
、
人
民
戦
争
を
始
め
て
政
治
的･

社
会
的
変

革
を
実
現
す
べ
き
と
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
と
、
武
装
闘
争
を
始
め
る

に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
し
て
、
街
頭
運
動
を
通
じ
て
変
革
を
も
た

ら
す
べ
き
と
主
張
す
る
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。
前
者
の

グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
い
た
の
が
、
後
に
マ
オ
イ
ス
ト
の
党
首
と
な
る

「
プ
ラ
チ
ャ
ン
ダ
」
こ
と
プ
ス
パ
・
カ
マ
ル
・
ダ
ハ
ル
で
あ
る
。
二
年

以
上
に
お
よ
ぶ
党
内
論
争
の
あ
と
、
地
下
政
党
で
あ
る
エ
カ
タ
・
ケ

ン
ド
ラ
と
、
そ
の
表
の
政
党
で
あ
る
統
一
人
民
戦
線
ネ
パ
ー
ル＊

４

は
、

二
つ
に
分
裂
し
た
。
そ
の
う
ち
、
人
民
戦
争
を
開
始
す
べ
き
と
主
張

す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
一
九
九
五
年
三
月
に
開
か
れ
た
総
会
で
、
毛
沢

東
の
人
民
戦
争
戦
略
に
従
っ
て
武
装
闘
争
を
開
始
す
る
こ
と
を
正
式

に
決
定
し
て
、
党
名
を
「
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
（
以
下

「
マ
オ
イ
ス
ト
」
と
す
る
）」
に
変
え
、
ダ
ハ
ル
が
議
長
に
就
任
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
は
人
民
戦
争
を
開
始
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
る

と
、
党
の
支
持
基
盤
が
強
い
西
ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
帯
に
あ
る
ロ
ル

パ
、
ル
ク
ム
、
ジ
ャ
ジ
ャ
ル
コ
ッ
ト
や
中
部
ネ
パ
ー
ル
の
ゴ
ル
カ
、

ラ
ム
ジ
ュ
ン
、
東
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ン
ド
ゥ
リ
、
カ
ブ
レ
、
シ
ン
ド
ゥ

パ
ル
チ
ョ
ー
ク
と
い
っ
た
郡
で
、
武
装
活
動
の
準
備
を
始
め
た
。
人

民
戦
争
戦
略
に
従
っ
て
、（
一
）
農
村
部
か
ら
都
市
部
を
包
囲
す
る
、

（
二
）
ゲ
リ
ラ
戦
法
を
使
う
、（
三
）
戦
略
的
防
衛
か
ら
戦
略
的
均

衡
、
戦
略
的
攻
撃
へ
と
、
人
民
戦
争
を
三
段
階
に
分
け
て
発
展
さ
せ

る
と
い
う
基
本
方
針
を
と
っ
た
。
こ
う
し
た
戦
略
を
と
っ
た
理
由
に

つ
い
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
バ
ブ
ラ
ム
・
バ
ッ

タ
ラ
イ
は
こ
う
話
し
て
い
る
（O

gura 2008

）。

「
ネ
パ
ー
ル
の
国
民
の
八
割
以
上
は
農
村
に
住
む
農
民
だ
。
そ
の

た
め
大
衆
を
組
織
し
て
反
国
家
の
運
動
を
起
こ
す
こ
と
は
難
し
い
。

当
初
、
私
た
ち
は
小
さ
な
勢
力
だ
っ
た
。
ま
ず
、
農
村
で
勢
力
を

徐
々
に
拡
大
し
て
農
村
部
を
支
配
下
に
お
い
て
か
ら
、
都
市
部
の
大

衆
を
動
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
基
本
的
に
毛

沢
東
の
戦
略
に
従
う
こ
と
に
し
た
」

２
小
政
党
か
ら
国
土
の
大
半
を
支
配
す
る
勢
力
に

拡
大
す
る

マ
オ
イ
ス
ト
は
一
九
九
六
年
二
月
一
三
日
夜
、
ロ
ル
パ
、
ル
ク

し
、
一
万
人
を
超
え
る
人
民
解
放
軍
と
一
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
た
予

備
軍
で
あ
る
「
ジ
ャ
ナ
・
ミ
リ
シ
ア
（
人
民
義
勇
軍
）」
か
ら
な
る

武
装
勢
力
を
抱
え
る
勢
力
に
な
っ
て
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
前
半
は
、
約
二
四
〇
年
間
続
い
た

王
制
を
廃
止
し
た
後
の
新
憲
法
の
制
定
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
武
装
勢

力
（
以
降
「
マ
オ
イ
ス
ト
軍
」
と
記
す
）
を
国
軍
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル

軍
に
統
合
す
る
、
主
な
二
つ
の
作
業
を
中
心
に
展
開
し
た
。
新
憲
法

を
制
定
す
る
制
憲
議
会
を
樹
立
す
る
た
め
の
選
挙
が
二
〇
〇
八
年
四

月
一
〇
日
に
開
か
れ
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
六
〇
一
議
席
中
二
二
〇
議
席

を
獲
得
し
て
第
一
政
党
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
二
八
日
に
開
か
れ
た

制
憲
議
会
の
最
初
の
議
会
で
、
王
制
を
廃
止
し
て
連
邦
共
和
制
に
移

行
す
る
動
議
が
圧
倒
的
多
数
の
支
持
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
ネ
パ
ー
ル

は
正
式
に
共
和
国
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
二
度
連
立

政
権
を
率
い
る
機
会
を
得
た＊

２

。
一
方
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦
闘
員
は

二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
の
間
で
包
括
和
平
協
定
が

成
立
し
た
日
か
ら
、
全
国
二
八
ヶ
所
に
あ
る
宿
営
地
に
滞
在
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
軍
と
ネ
パ
ー
ル
軍
と
の
統
合
の
作
業
は
当
初
の
予
定
か

ら
大
幅
に
遅
れ
て
、
包
括
和
平
協
定
の
調
印
か
ら
五
年
た
っ
た
二
〇

一
一
年
一
一
月
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
戦
闘
員
を
自
発
的
に
引
退
す
る

人
た
ち
と
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
る
人
た
ち
に
分
類
す
る
作
業
が
始

ま
っ
た
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
か
ら
約
六
年
た
っ
た
二
〇
一
二

年
四
月
一
〇
日
に
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
武
器
と
宿
営
地
、
戦
闘
員

が
ネ
パ
ー
ル
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
正
式
に
武

装
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
制
憲
議
会
の
解
散
に
伴
う
政
局
の
混
乱

の
影
響
を
受
け
て
軍
統
合
の
作
業
は
遅
れ
た
が
、
最
終
的
に
マ
オ
イ

ス
ト
が
要
求
し
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
一
四
四
二
人
の
元

戦
闘
員
が
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
れ
た
。
統
合
さ
れ
た
元
戦
闘
員
は

ネ
パ
ー
ル
軍
で
訓
練
を
受
け
た
後
、
二
〇
一
三
年
八
月
に
ネ
パ
ー
ル

軍
ア
カ
デ
ミ
ー
で
開
か
れ
た
式
典
で
、
正
式
に
国
軍
の
一
員
に
な
っ
た
。

和
平
プ
ロ
セ
ス
の
前
半
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
武
装
勢
力
か
ら
議
会

政
党
へ
と
変
貌
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
二
月
に

開
か
れ
た
第
七
回
党
総
会
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
武
装
闘
争
の
方
針
を

正
式
に
捨
て
て
議
会
政
党
の
方
針
を
導
入
し
た
。
こ
こ
で
は
、
マ
オ

イ
ス
ト
に
よ
る
ネ
パ
ー
ル
内
戦
の
概
要
と
、
内
戦
後
の
移
行
期
に
お

け
る
マ
オ
イ
ス
ト
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

Ⅰ
ネ
パ
ー
ル
人
民
戦
争
の
背
景
と
経
緯

１
マ
オ
イ
ス
ト
が
誕
生
し
た
背
景　

ネ
パ
ー
ル
で
は
国
王
が
絶
対
権
力
を
持
ち
、
政
党
活
動
が
禁
じ
ら

れ
た
パ
ン
チ
ャ
ー
ヤ
ト
制
度
が
二
九
年
間
続
い
た
あ
と
、
一
九
九
〇

年
二
月
一
八
日
に
、
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
と
複
数
の
共
産
系
政
党
か
ら

な
る
非
合
法
の
政
党
が
合
同
で
民
主
化
運
動
を
始
め
た
。
約
五
〇
日

間
に
お
よ
ぶ
民
主
化
運
動
の
あ
と
、
同
年
四
月
八
日
に
ビ
レ
ン
ド
ラ
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平
野
部
に
ま
で
拡
大
し
て
い
っ
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
最
も
急
速
に
そ
の
党
組
織
と
支
配
域
を
拡
大
し
た

の
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
の
間
で
第
一
回
目
の
和
平
交
渉
が
開
か
れ

た
、
最
初
の
停
戦
期
間
の
四
ヶ
月
間
（
二
〇
〇
一
年
七
月
か
ら
一
一

月
）
だ
っ
た＊

５

。
こ
の
間
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
全
国
各
地
で
人
民
政
府
を

樹
立
す
る
活
動
を
活
発
化
し
、「
国
土
の
八
割
は
マ
オ
イ
ス
ト
の
支

配
下
に
あ
る
」
と
公
言
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
方
、
マ
オ
イ
ス
ト

の
武
装
組
織
は
、
停
戦
中
に
警
戒
が
緩
和
さ
れ
た
治
安
部
隊
の
目
を

か
い
く
ぐ
っ
て
、
武
器
の
輸
入
や
武
装
訓
練
な
ど
の
活
動
を
活
発
化

さ
せ
た
。
停
戦
中
の
二
〇
〇
一
年
九
月
初
め
に
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
は

そ
の
本
拠
地
で
あ
る
ロ
ル
パ
郡
北
部
の
村
で
正
式
に
人
民
解
放
軍
を

結
成
し
た
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
三
日
に
最
初
の
和
平
交
渉
が
決
裂
す
る
と＊

６

、

マ
オ
イ
ス
ト
は
一
方
的
に
停
戦
を
破
棄
し
て
ダ
ン
郡
の
郡
庁
所
在
地

ゴ
ラ
ヒ
を
襲
撃
し
、
武
装
闘
争
を
再
開
し
た
。
人
民
解
放
軍
の
大
隊

か
ら
な
る
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
部
隊
は
、
ゴ
ラ
ヒ
に
あ
る
郡
警
察

署
と
と
も
に
、
初
め
て
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
の
施
設
で
あ
る
兵
舎
を
襲

撃
し
た
。
国
軍
施
設
へ
の
襲
撃
を
重
く
み
た
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、
一

一
月
二
六
日
に
国
家
非
常
事
態
宣
言
を
発
令
し
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
掃

討
の
た
め
に
初
め
て
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
を
全
面
展
開
し
た
。
こ
の
直

後
か
ら
人
民
解
放
軍
は
西
ネ
パ
ー
ル
の
山
岳
地
帯
で
、
電
話
通
信
施

設
や
国
軍
治
安
部
隊
の
キ
ャ
ン
プ
、
郡
庁
所
在
地
な
ど
を
連
続
し
て

襲
撃
す
る
軍
事
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。
二
〇
〇
二
年
二
月
に
は

ア
チ
ャ
ム
郡
で
郡
庁
所
在
地
と
飛
行
場
を
同
時
襲
撃
し
て
、
一
三
〇

人
を
超
え
る
政
府
側
治
安
部
隊
と
一
般
人
五
人
を
殺
害
し
（
マ
オ
イ

ス
ト
は
三
五
人
が
死
亡
し
た
）、
一
〇
年
間
の
人
民
戦
争
で
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
が
展
開
さ
れ
て
か
ら
、
紛

争
に
関
連
し
た
死
傷
者
の
数
は
急
増
し
、
ネ
パ
ー
ル
は
本
格
的
な
内

戦
の
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
に
ア
ル
ガ
カ
ン

チ
郡
の
郡
庁
所
在
地
を
襲
撃
し
た
と
き
に
は
、
人
民
解
放
軍
の
隊
形

は
連
隊
（brigade

）
を
も
つ
ま
で
に
発
展
し
て
い
た
。
し
か
し
、

同
年
一
一
月
の
ジ
ュ
ム
ラ
郡
庁
所
在
地
へ
の
襲
撃
で
、
マ
オ
イ
ス
ト

は
国
軍
兵
舎
の
襲
撃
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
、
大
規
模
襲

撃
を
連
続
し
て
決
行
す
る
軍
事
戦
略
を
変
え
て
、
待
ち
伏
せ
襲
撃
を

中
心
と
す
る
戦
略
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
反
国
王
の
運
動
で
議
会
政
党
と
協
力
体
制
を
と
る

二
〇
〇
三
年
一
月
に
な
る
と
、
首
都
圏
で
活
動
す
る
人
民
解
放
軍

の
特
別
機
動
部
隊
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
掃
討
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
武

装
警
察
隊
の
チ
ー
フ
と
そ
の
妻
を
暗
殺
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ

た
。
そ
の
直
後
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
停
戦
を
宣
言
し
て
、
ギ
ャ
ネ
ン

ド
ラ
国
王
が
任
命
し
た
首
相
が
率
い
る
政
府
と
二
回
目
の
和
平
交
渉

に
入
っ
た＊

７

。
八
月
二
七
日
ま
で
約
七
ヶ
月
間
続
い
た
停
戦
期
間
中
、

マ
オ
イ
ス
ト
は
西
ネ
パ
ー
ル
で
人
民
解
放
軍
の
隊
形
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
、
師
団
（division

）
規
模
の
部
隊
を
結
成
し
て
い
る
。
五

ム
、
ゴ
ル
カ
、
シ
ン
ド
ゥ
リ
の
四
つ
の
郡
で
、
警
察
詰
め
所
な
ど
を

襲
撃
し
て
人
民
戦
争
を
開
始
し
た
。
後
に
人
民
解
放
軍
の
副
指
揮
官

を
務
め
た
ロ
ル
パ
郡
出
身
の
バ
ル
サ
・
マ
ン
・
プ
ン
に
よ
る
と
、
武

装
勢
力
の
メ
ン
バ
ー
は
当
初
は
全
国
で
合
計
二
〇
〇
人
ほ
ど
し
か
い

な
か
っ
た
（
小
倉 
二
〇
〇
七
）。
彼
ら
が
所
持
し
て
い
た
武
器
も
貧

弱
な
も
の
で
、
村
で
狩
猟
に
使
う
自
家
製
銃
の
ほ
か
に
、
自
家
製
の

爆
弾
、「
ク
ク
リ
」
と
呼
ば
れ
る
ネ
パ
ー
ル
刀
が
主
な
武
器
だ
っ
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
短
期
間
で
党
組
織
と
支
配
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
背
景
に
は
、
彼
ら
が
段
階
的
に
武
装
組
織
を
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
襲
撃
の
規
模
を
上
げ
て
い
く
戦
略
を
と
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
人
民
戦
争
の
初
期
の
段
階
で
マ
オ
イ
ス
ト
は
、
村
の
政
敵
や
官

憲
に
近
い
村
人
を
襲
撃
し
て
村
か
ら
追
い
出
す
と
と
も
に
、
村
々
に

国
家
機
関
の
空
白
状
態
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
警
官
へ
の
襲
撃

を
繰
り
返
し
た
。
一
九
九
八
年
に
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
警
官
隊
を
動
員

し
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
掃
討
を
目
的
と
し
た
「
キ
ロ
・
シ
エ
ラ
２
作

戦
」
を
展
開
す
る
と
、
一
般
人
を
含
む
大
勢
の
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

こ
の
作
戦
の
影
響
を
重
く
見
た
マ
オ
イ
ス
ト
は
、
同
年
八
月
に
開
か

れ
た
第
四
回
拡
大
会
議
で
、「
ア
ダ
ー
ル
・
イ
ラ
カ
（
本
拠
地
）」
を

建
設
す
る
必
要
性
を
確
認
し
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
西

ネ
パ
ー
ル
の
本
拠
地
で
「
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
る
機
動
部

隊
を
結
成
し
て
、
よ
り
高
度
な
武
装
襲
撃
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
機
動
部
隊
は
山
岳
地
帯
に
あ
る
ロ
ル
パ
や
ル
ク
ム
、
ジ
ャ
ジ
ャ

ル
コ
ッ
ト
な
ど
の
郡
に
あ
る
警
察
詰
め
所
を
襲
撃
し
た
。

一
九
九
九
年
八
月
に
は
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
解
体
し
て
、
本
拠
地

の
ロ
ル
パ
で
中
隊
レ
ベ
ル
の
隊
形
を
結
成
し
、
警
察
詰
め
所
へ
の
襲

撃
規
模
を
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
本
拠
地
で

は
村
々
か
ら
次
々
に
警
察
詰
め
所
が
撤
退
し
、
他
の
政
府
機
関
も
村

を
離
れ
て
、
政
府
が
存
在
し
な
い
「
自
由
区
」
が
増
え
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
九
月
に
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
岳
地
帯
に
あ

る
ド
ル
パ
郡
で
初
め
て
郡
庁
所
在
地
へ
の
大
規
模
襲
撃
を
決
行
し

た
。
同
年
末
に
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
本
拠
地
で
あ
る
ル
ク
ム
郡
で
最

初
の
郡
レ
ベ
ル
の
人
民
政
府
が
樹
立
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
マ
オ
イ
ス

ト
は
村
・
郡
レ
ベ
ル
の
人
民
政
府
を
樹
立
す
る
活
動
に
拍
車
を
か

け
、
彼
ら
の
党
組
織
は
そ
れ
ま
で
比
較
的
弱
か
っ
た
東
ネ
パ
ー
ル
や

写真1　2003年2月に樹立されたルクム郡人民
政府のメンバーたち
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会
議
派
や
統
一
共
産
党
を
含
め
た
議
会
政
党
は
、
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ

な
ど
の
都
市
部
で
反
国
王
の
街
頭
運
動
を
続
け
た
。
二
〇
〇
六
年
四

月
六
日
に
、
七
つ
の
議
会
政
党
の
呼
び
か
け
で
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
が
始

ま
る
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
都
市
部
で
の
停
戦
を
一
方
的
に
宣
言
し
て
、

こ
の
運
動
を
支
持
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
表
明
し
た
。
す
で
に
カ
ト

マ
ン
ズ
を
含
む
都
市
部
の
近
辺
に
集
結
し
て
い
た
人
民
解
放
軍
は
、

こ
れ
ら
の
都
市
に
部
隊
を
送
り
込
ん
だ
。
と
く
に
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ

で
は
、
国
王
政
府
に
よ
り
外
出
禁
止
令
が
発
令
さ
れ
る
な
か
、
何
十

万
人
も
の
一
般
市
民
が
デ
モ
に
参
加
し
た
。
一
九
日
間
に
お
よ
ぶ
連

続
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
り
、
国
家
の
機
能
は
完
全
に
麻
痺
し
た
。
カ
ト
マ

ン
ズ
で
は
歴
史
上
最
大
規
模
の
デ
モ
が
連
日
街
頭
に
出
て
、
中
心
部

に
あ
る
ナ
ラ
ヤ
ン
ヒ
テ
ィ
王
宮
に
向
か
う
勢
い
を
見
せ
は
じ
め
た
。

事
態
を
収
拾
す
る
の
は
困
難
と
見
た
た
め
か
、四
月
二
四
日
夜
に
な
っ

て
、
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
主
権
を
国
民
に
返
し
、
二
〇
〇
二
年
五

月
に
解
散
さ
れ
た
議
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
り
、

議
会
政
党
と
な
っ
た
マ
オ
イ
ス
ト

１
武
装
勢
力
が
和
平
交
渉
の
障
害
と
な
る

二
〇
〇
六
年
四
月
六
日
か
ら
始
ま
っ
た
一
九
日
間
に
お
よ
ぶ
「
四

写真2　2005年12月「ガンダギ・キャンペーン」
を始める前にロルパ郡ババン村開かれたマオイ
ストの集会

写真3　2006年の「4月革命」でカトマンズの
リングロード上に出てきた市民たちのデモ隊

月
に
ロ
ル
パ
で
開
か
れ
た
中
央
委
員
会
議
で
、
村
に
と
ど
ま
っ
て
地

域
を
守
る
ジ
ャ
ナ
・
ミ
リ
シ
ア
（
人
民
義
勇
軍
）
を
結
成
す
る
と
と

も
に
、
全
党
員
と
一
般
人
に
も
軍
事
訓
練
を
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

国
王
政
府
と
の
和
平
交
渉
も
歩
み
寄
り
の
な
い
ま
ま
交
渉
が
決
裂
す

る
と
、
政
府
側
治
安
部
隊
に
よ
る
マ
オ
イ
ス
ト
と
一
般
人
に
対
す
る

厳
し
い
制
圧
が
始
ま
っ
た
。

二
度
目
の
和
平
交
渉
が
失
敗
に
終
わ
り
、
再
び
武
装
闘
争
に
戻
る

と
ま
も
な
く
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
一
連
の
大
規
模
襲
撃
を
決
行
し
た
。

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
に
は
、
西
ネ
パ
ー
ル
の
武
装
勢
力
の
総
力

を
結
集
し
て
、
約
二
五
〇
〇
人
の
人
民
解
放
軍
と
二
〇
〇
〇
人
近
い

非
武
装
マ
オ
イ
ス
ト
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
一
般
人
か

ら
な
る
部
隊
が
、
ミ
ャ
グ
デ
ィ
郡
の
郡
庁
所
在
地
ベ
ニ
に
最
大
規
模

の
襲
撃
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（O

gura 2004

）。
こ
の
襲
撃
で
、
マ

オ
イ
ス
ト
は
最
後
ま
で
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
の
兵
舎
を
落
と
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
郡
警
察
署
や
郡
行
政
局
を
含
む
ほ
か
の
す

べ
て
の
政
府
機
関
を
襲
撃
し
て
、
お
よ
そ
一
二
時
間
に
わ
た
っ
て
郡

庁
所
在
地
を
占
拠
し
た
。
こ
の
五
ヶ
月
後
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
ロ

ル
パ
で
開
か
れ
た
中
央
委
員
会
議
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
、「
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
の
人
民
政
府
を
樹
立
し
て
民
衆
を
動
員
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
」
と
結
論
づ
け
、
人
民
戦
争
の
最
後
の
段
階
で
あ
る
戦
略
的

攻
撃
に
入
っ
て＊

８

、
国
家
権
力
の
掌
握
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
二
〇
〇
五

年
二
月
一
日
の
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
だ
っ
た
。

国
王
政
府
が
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
を
使
っ
て
、
政
党
政
治
家
や
知
識
人

の
反
国
王
運
動
へ
の
弾
圧
を
強
め
る
な
か
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
ル
ク
ム

郡
カ
ー
ラ
に
あ
る
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
の
兵
舎
を
襲
撃
し
た
が
、
結
果

は
悲
惨
な
も
の
と
な
っ
た＊

９

。
襲
撃
に
失
敗
し
た
あ
と
、
当
時
、
本
拠

地
で
あ
る
ロ
ル
パ
に
い
た
ダ
ハ
ル
議
長
は
、
バ
ブ
ラ
ム･

バ
ッ
タ
ラ

イ
を
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
送
り
込
み
、
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
や

統
一
共
産
党
な
ど
の
議
会
政
党
リ
ー
ダ
ー
と
接
触
を
試
み
た
。
議
会

政
党
が
国
王
の
独
裁
政
治
に
反
対
し
て
、
デ
モ
な
ど
の
平
和
的
街
頭

運
動
を
始
め
る
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
二
〇
〇
五
年
九
月
に
一
方
的
に

停
戦
を
宣
言
し
た
。
一
〇
月
に
ル
ク
ム
郡
チ
ュ
ン
バ
ン
で
開
か
れ
た

中
央
委
員
会
議
で
は
、
議
会
政
党
と
協
力
を
し
て
国
王
政
府
を
打
倒

す
る
方
針
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
は
、
現
在
の
和
平
プ

ロ
セ
ス
に
至
る
礎
と
な
っ
た
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は

さ
ら
に
、
人
民
解
放
軍
の
部
隊
を
首
都
圏
へ
向
け
て
結
集
さ
せ
る
軍

事
戦
略
を
と
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
従
っ
て
、
二
〇

〇
五
年
一
二
月
に
、
西
ネ
パ
ー
ル
で
活
動
す
る
人
民
解
放
軍
の
大
半

の
部
隊
と
党
の
郡
委
員
会
に
属
す
る
大
半
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
大

勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
首
都
が
あ
る
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
へ
向
け
て

東
進
を
始
め
た
。「
ガ
ン
ダ
キ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
四
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
マ
オ
イ
ス
ト
最
大
の
軍
事
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
、
人
民
戦
争
最
後
の
武
装
活
動
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
郡
庁
所
在
地
へ
の
大
規
模
襲
撃
や
ハ
イ
ウ
ェ
ー
で

の
治
安
部
隊
へ
の
待
ち
伏
せ
攻
撃
を
頻
繁
に
行
う
な
か
、
ネ
パ
ー
ル
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成
す
る
作
業
も
遅
れ
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
よ
う
や
く
交
渉
の
席

に
着
い
た
の
は
一
〇
月
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
七
政
党
と
マ
オ
イ

ス
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
関
し
て
合
意
に
達
す
る
に
は
、
さ
ら
に

一
ヶ
月
を
要
し
た
。

紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の
の
、
マ
オ
イ
ス
ト
と
七
政
党
は
停
戦
を

宣
言
し
て
か
ら
半
年
以
上
た
っ
た
一
一
月
初
め
に
合
意
に
達
し
、
二

〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
と
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
こ

の
合
意
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
包
括
和
平
協
定
に
調
印
し
た
。
調

印
か
ら
約
二
ヶ
月
た
っ
た
二
〇
〇
七
年
一
月
一
五
日
、
七
三
人
の
マ

オ
イ
ス
ト
が
暫
定
議
会
の
議
員
と
な
り
、
こ
の
日
の
議
会
で
包
括
和

平
協
定
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
暫
定
憲
法
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の

日
か
ら
マ
オ
イ
ス
ト
は
正
式
に
議
会
政
党
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
と

に
な
る
。
二
〇
〇
七
年
四
月
に
マ
オ
イ
ス
ト
は
コ
イ
ラ
ラ
政
府
に
入

閣
し
た
が
、
同
年
九
月
に
連
邦
共
和
制
の
宣
言
と
制
憲
議
会
を
全
議

席
比
例
代
表
制
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
、
コ
イ
ラ
ラ
政
権
か
ら
脱

却
し
た
。
し
か
し
、
一
二
月
二
三
日
に
マ
オ
イ
ス
ト
と
七
政
党
の
間

で
合
意
が
成
立
す
る
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
再
び
コ
イ
ラ
ラ
政
府
に
入

閣
し
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
制
憲
議
会
選
挙
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

２
制
憲
議
会
で
第
一
政
党
と
な
っ
た
マ
オ
イ
ス
ト

二
〇
〇
八
年
四
月
一
〇
日
に
開
か
れ
た
制
憲
議
会
選
挙
で
、
マ
オ

イ
ス
ト
は
大
方
の
予
測
に
反
し
て
、
全
議
席
の
三
分
の
一
を
超
え
る

二
二
〇
議
席
を
獲
得
し
て
第
一
政
党
と
な
っ
た
。
第
二
政
党
と
第
三

政
党
と
な
っ
た
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
と
統
一
共
産
党
は
マ
オ
イ
ス
ト
の

半
分
の
議
席
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
無
名
の
マ
オ
イ

ス
ト
が
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
や
統
一
共
産
党
の
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
を

破
っ
て
当
選
す
る
と
い
う
現
象
が
、
あ
ち
こ
ち
の
選
挙
区
で
起
き

た
。
国
民
が
既
存
政
党
に
不
満
を
持
ち
、
議
会
政
党
と
し
て
は
新
参

者
で
あ
る
マ
オ
イ
ス
ト
に
希
望
を
託
し
た
こ
と
、
内
戦
中
か
ら
治
安

が
改
善
し
て
お
ら
ず
、
マ
オ
イ
ス
ト
以
外
の
政
党
の
候
補
者
が
自
由

に
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
環
境
に
な
い
選
挙
区
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
圧
勝
し
た
理
由
と
言
え
る
。
五
月
二
八

写真5　2008年4月に開かれた制憲議会選挙
で、カトマンズ10区で選挙活動をするマオイ
ストのダハル議長

月
革
命
」
に
よ
り
、
ネ
パ
ー
ル
は
一
気
に
王
制
か
ら
共
和
制
へ
の
移

行
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
二
四
日
の
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国

王
に
よ
る
民
主
化
宣
言
の
二
日
後
に
マ
オ
イ
ス
ト
は
停
戦
を
宣
言

し
、
そ
の
二
日
後
に
は
二
〇
〇
二
年
五
月
に
解
散
し
た
議
会
が
四
年

ぶ
り
に
復
活
し
た
。
四
月
三
〇
日
に
議
会
が
新
憲
法
を
制
定
す
る
た

め
の
制
憲
議
会
選
挙
を
行
う
こ
と
を
宣
言
し
、
五
月
二
六
日
に
は
、

カ
ト
マ
ン
ズ
郊
外
で
マ
オ
イ
ス
ト
と
七
つ
の
議
会
政
党
の
連
立
政
府

の
間
で
初
め
て
の
和
平
交
渉
が
開
か
れ
た
。
和
平
交
渉
は
そ
の
後
何

度
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
難
航
し
な
が
ら
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
六

月
一
六
日
に
は
首
相
官
邸
で
マ
オ
イ
ス
ト
と
七
政
党
の
最
初
の
サ

ミ
ッ
ト
会
談
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
談
の
最
中
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
の

ダ
ハ
ル
議
長
は
、
三
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
地
下
潜
行
生
活
の
後
に
、

初
め
て
メ
デ
ィ
ア
の
前
に
姿
を
現
し
た
。
こ
の
会
談
で
マ
オ
イ
ス
ト

と
政
府
は
、
制
憲
議
会
選
挙
が
開
か
れ
る
ま
で
、
ネ
パ
ー
ル
軍＊

10

と
マ

オ
イ
ス
ト
軍＊

11

の
監
視
と
武
器
管
理
の
た
め
に
国
連
を
招
聘
す
る
こ
と

に
合
意
し
た
。

二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
一
日
の
包
括
和
平
協
定
成
立
に
至
る
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
初
期
の
段
階
で
、
国
王
政
府
が
倒
れ
た
あ
と
に
樹
立
さ

れ
た
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
の
ギ
リ
ジ
ャ
・
プ
ラ
サ
ド
・
コ
イ
ラ
ラ
首
相

が
率
い
る
連
立
政
府
は
、
交
渉
の
席
で
マ
オ
イ
ス
ト
の
武
装
勢
力
の

解
体
を
繰
り
返
し
要
求
し
た
。
し
か
し
マ
オ
イ
ス
ト
は
、「
政
府
側

に
負
け
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
と
国
軍
で
あ

る
ネ
パ
ー
ル
軍
と
を
対
等
に
扱
う
こ
と
を
要
求
し
、
早
期
の
武
装
解

除
を
拒
絶
し
つ
づ
け
た
。
一
方
、
マ
オ
イ
ス
ト
以
外
の
主
要
政
党
や

国
軍
な
ど
の
勢
力
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
武
装
勢
力
を
「
特
定
の
思
想

に
染
ま
っ
た
集
団
」
と
決
め
つ
け
た
。
こ
れ
を
党
か
ら
分
離
し
て
解

体
し
な
い
か
ぎ
り
、
マ
オ
イ
ス
ト
を
信
頼
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
、
早
期
の
解
体
と
武
装
解
除
を
要
求
し
つ
づ
け
た
。
マ
オ
イ
ス

ト
の
武
装
勢
力
が
所
持
す
る
武
器
と
元
戦
闘
員
の
管
理
問
題
は
、
包

括
和
平
協
定
が
成
立
す
る
ま
で
の
主
な
障
害
の
一
つ
だ
っ
た
。

主
に
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
武
器
管
理
の
問
題
に
関
し
た
対
立
が
原
因

で
、
マ
オ
イ
ス
ト
と
七
政
党
の
ト
ッ
プ･

リ
ー
ダ
ー
は
六
月
一
六
日

の
最
初
の
サ
ミ
ッ
ト
会
談
以
来
、
ほ
ぼ
四
ヶ
月
の
間
会
合
を
開
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
包
括
和
平
協
定
と
暫
定
憲
法
を
作

写真4　2006年6月16日、首相官邸で開かれ
たマオイストと7政党のサミット会談で、初め
て報道陣の前に姿を現したダハル議長（右）
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を
要
求
し
た
。
与
党
の
方
は
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
即
時
解
体
を
政
権
交

代
の
条
件
に
出
し
た
。
制
憲
議
会
の
任
期
が
切
れ
る
直
前
に
、
マ
オ

イ
ス
ト
を
含
め
た
主
要
政
党
は
制
憲
議
会
の
任
期
を
一
年
間
延
長
す

る
こ
と
、
ネ
パ
ー
ル
首
相
が
辞
任
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
ネ
パ
ー

ル
首
相
は
六
月
末
に
辞
任
を
表
明
し
た
が
、
政
界
の
混
乱
は
収
ま
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
七
ヶ
月
の
間
に
議
会
で
一
六
回
に
わ
た
っ
て

首
相
選
挙
が
開
か
れ
た
が
、
統
一
共
産
党
を
は
じ
め
と
す
る
政
党
が

棄
権
し
た
こ
と
か
ら
、
過
半
数
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
新

首
相
が
決
ま
ら
な
い
政
治
の
空
白
状
態
が
続
い
た
。
二
〇
一
一
年
二

月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
マ
オ
イ
ス
ト
の
支
援
を
受
け
た
統
一
共
産

党
の
ジ
ャ
ラ
ナ
ス
・
カ
ナ
ル
議
長
が
首
相
に
選
出
さ
れ
た
。
ネ
パ
ー

ル
会
議
派
が
野
党
と
な
り
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
再
び
入
閣
し
た
も
の

の
、
カ
ナ
ル
政
権
も
六
ヶ
月
間
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
二
〇
一
一
年

八
月
、
カ
ナ
ル
首
相
は
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
ネ
パ
ー
ル
軍
へ
の
統
合
の

プ
ロ
セ
ス
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
責
任
を
と
っ
て
辞

任
し
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
二
人
目
の
首
相
と
し
て
バ
ブ
ラ
ム
・
バ
ッ
タ

ラ
イ
が
新
政
府
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
知
ら
れ
る
バ
ブ
ラ

ム･

バ
ッ
タ
ラ
イ
は
首
相
に
就
任
す
る
と
、
反
汚
職
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
の
行
政
改
革
を
最
優
先
政
策
に
掲
げ
て
、
国
民
の
期
待
を
集
め
た
。

自
身
の
公
用
車
に
安
価
な
国
産
車
を
使
い
、
公
費
の
節
約
に
自
ら
貢

献
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。
党
外
の
国
民
か
ら
も
圧
倒
的
な

人
気
と
支
持
率
を
も
っ
て
首
相
に
就
任
し
た
も
の
の
、
打
ち
出
し
た

政
策
の
ほ
と
ん
ど
は
実
行
さ
れ
ず
、
首
相
就
任
直
後
に
記
録
的
な
公

費
を
使
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
歴
史
上
最
大
の
四

九
人
か
ら
な
る
内
閣
を
つ
く
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
が
て
批
判
を
集
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
政
府
が
さ
ま
ざ
ま
な
大
規
模

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
不
正
な
決
定
を
行
っ
た
り＊
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、
マ
オ
イ
ス
ト
の

党
員
や
そ
の
支
持
者
に
公
費
を
ば
ら
ま
い
た
こ
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
五
月
二
七
日
に
は
、
新
憲
法
を

制
定
し
な
い
ま
ま
に
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
が
制
憲
議
会
を
解
散
し
、
半

年
後
の
一
一
月
二
二
日
に
二
度
目
の
制
憲
議
会
選
挙
を
開
催
す
る
こ
と

を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
政
府
は
宣
言
し
た
日
程
で
選

挙
を
開
催
す
る
こ
と
に
失
敗
。
主
要
三
政
党
は
政
権
交
代
を
行
っ
て
、

ネ
パ
ー
ル
会
議
派
が
率
い
る
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
も

の
の
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
は
こ
の
合
意
に
従
わ
な
か
っ
た
。
政
府
運
営

と
選
挙
開
催
の
失
敗
の
責
任
を
と
ら
ず
に
政
権
維
持
に
ば
か
り
努
め

た
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
は
野
党
か
ら
、「
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国

王
よ
り
も
た
ち
の
悪
い
独
裁
者
だ
」（
統
一
共
産
党
の
バ
ム
デ
ヴ
・
ガ
ウ

タ
ム
副
議
長
）
と
批
判
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

４
侮
辱
的
な
方
法
で
行
わ
れ
た
軍
の
統
合
と

武
装
解
除

二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
包
括
和
平
協
定
が
成
立
し
た
日
に
、
マ
オ

イ
ス
ト
の
武
装
勢
力
で
あ
る
人
民
解
放
軍
の
七
師
団
は
、
全
国
二

日
に
開
か
れ
た
最
初
の
制
憲
議
会
で
、
王
制
を
廃
止
し
て
連
邦
共
和

制
に
移
行
す
る
動
議
が
圧
倒
的
多
数
の
支
持
に
よ
り
可
決
さ
れ
、
ネ

パ
ー
ル
は
正
式
に
連
邦
共
和
制
に
移
行
し
た
。
制
憲
議
会
選
挙
を
通

じ
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
正
式
に
議
会
政
党
の
仲
間
入
り
を
し
た
わ
け

だ
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
最
大
政
党
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
和
平
プ
ロ

セ
ス
と
憲
法
制
定
の
作
業
は
、
政
権
を
め
ぐ
る
政
党
間
の
争
い
に
翻

弄
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
進
行
の
ペ
ー
ス
が
落
ち
る
こ
と
に
な
っ
た
。

選
挙
の
結
果
が
出
た
後
も
、
コ
イ
ラ
ラ
首
相
は
な
か
な
か
政
権
交

代
に
応
じ
よ
う
と
せ
ず
、
議
会
で
マ
オ
イ
ス
ト
の
プ
ス
パ
・
カ
マ

ル
・
ダ
ハ
ル
議
長
が
首
相
に
選
出
さ
れ
た
の
は
八
月
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
だ
っ
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
が
率
い
る
最
初
の
政
府
は
九
ヶ
月
し

か
続
か
な
か
っ
た
。
国
軍
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
軍
と
の
関
係
悪
化
が
短

期
政
権
と
な
っ
た
主
な
原
因
で
あ
る
。
包
括
和
平
協
定
に
反
し
て
、

ネ
パ
ー
ル
軍
が
新
兵
の
募
集
を
始
め
た
こ
と
か
ら
、
マ
オ
イ
ス
ト
の

ラ
ム
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
タ
パ
国
防
大
臣
は
ネ
パ
ー
ル
軍
の
ル
ク
マ
ン

ガ
ト
・
カ
タ
ワ
ル
参
謀
長
に
募
集
を
中
止
す
る
よ
う
指
示
を
出
し

た
。
し
か
し
、
ネ
パ
ー
ル
軍
は
こ
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
。
一

方
、
ネ
パ
ー
ル
軍
が
国
防
省
に
対
し
て
八
人
の
准
将
の
退
役
延
期
願

い
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
国
防
大
臣
が
こ
れ
を
拒
絶
し
た
こ
と
か
ら
、

両
者
の
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
二
〇
〇
九
年
五
月
に
入
っ
て
、

ダ
ハ
ル
首
相
は
カ
タ
ワ
ル
参
謀
長
を
罷
免
す
る
動
き
に
出
た
。
と
こ

ろ
が
、
マ
オ
イ
ス
ト
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
政
党
が
こ
の
動
き
に
反
発

し
た
だ
け
で
な
く
、
ラ
ム
・
バ
ラ
ン
・
ヤ
ダ
ヴ
大
統
領
が
カ
タ
ワ
ル

に
対
し
て
参
謀
長
の
ポ
ス
ト
に
と
ど
ま
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
こ
と

か
ら
、
五
月
四
日
、
ダ
ハ
ル
首
相
は
大
統
領
の
こ
の
動
き
が
違
憲
で

あ
る
と
抗
議
を
し
て
辞
任
を
表
明
し
た
。
ダ
ハ
ル
は
議
会
で
首
相
と

し
て
最
後
の
演
説
を
し
た
と
き
、「（
ダ
ハ
ル
政
府
が
）
ネ
パ
ー
ル
軍

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
歴
史
的
な
誤
り
で
あ
る
」

と
、
か
つ
て
の
敵
と
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
マ
オ
イ
ス
ト
主
導
政
権
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
認
め
た
。

３
度
重
な
る
政
権
交
代
、
遅
れ
る
憲
法
制
定
と

和
平
プ
ロ
セ
ス

二
〇
〇
九
年
五
月
に
マ
オ
イ
ス
ト
の
ダ
ハ
ル
首
相
が
率
い
た
最
初

の
連
立
政
府
が
辞
任
し
た
後
、
ネ
パ
ー
ル
は
五
年
間
で
五
回
の
政
権

交
代
を
経
験
し
た
。
ダ
ハ
ル
首
相
辞
任
後
、
統
一
共
産
党
の
マ
ダ

ヴ
・
ク
マ
ー
ル
・
ネ
パ
ー
ル
が
首
相
に
選
出
さ
れ
て
、
ネ
パ
ー
ル
会

議
派
も
加
わ
っ
た
連
立
政
府
が
誕
生
し
た
。
野
党
に
な
っ
た
マ
オ
イ

ス
ト
は
、
ネ
パ
ー
ル
首
相
の
辞
任
を
求
め
て
一
二
月
に
三
日
間
の
全

国
ゼ
ネ
ス
ト
を
、
二
〇
一
〇
年
五
月
に
は
六
日
間
に
お
よ
ぶ
ゼ
ネ
ス

ト
を
決
行
し
た
が
、
い
ず
れ
も
国
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず

失
敗
に
終
わ
っ
た
。
一
方
、
二
〇
一
〇
年
五
月
二
八
日
に
は
憲
法
制

定
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
な
く
、
制
憲
議
会
の
二
年
間
の
任
期
が
切

れ
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
は
制
憲
議
会
の
任
期
延
長
を
支
持
す
る
代
わ
り

に
、
ネ
パ
ー
ル
首
相
の
辞
任
と
ダ
ハ
ル
議
長
が
率
い
る
政
府
の
樹
立
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な
っ
た
。
四
月
八
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
第
二
段
階
の
分
類
作
業

が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
半
の
師
団
の
宿
営
地
で
、
統
合
さ
れ

る
戦
闘
員
の
選
抜
の
仕
方
や
、
宿
営
地
の
資
金
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

不
満
を
も
っ
た
戦
闘
員
が
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
指
揮
官
に
抗
議
を
始

め
、
暴
動
に
ま
で
発
展
す
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
そ
の
た
め
四
月

一
〇
日
夜
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
が
率
い
る
軍
統
合
に
関
す
る
特
別
委

員
会
と
マ
オ
イ
ス
ト
の
ダ
ハ
ル
議
長
は
、
急
遽
す
べ
て
の
宿
営
地
に

ネ
パ
ー
ル
軍
の
部
隊
を
動
員
し
て
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
武
器
と
宿
営

地
を
ネ
パ
ー
ル
軍
の
監
視
下
に
置
く
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
は
実
質
的
に
武
装
解
除
を
し
て
組
織
的
に
も
解

体
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

二
度
目
の
分
類
作
業
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
軍
の
入
隊
基
準
を
満
た
し

た
人
だ
け
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
歴
な
ど
の

問
題
で
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
大
勢
の
戦
闘
員
が
自
発
的
引
退
を

選
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
統
合
希
望
者
の
数
は
当
初
の
予
測
よ
り
も
激

減
し
た
。
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
主
要
政
党
間
で
成
立
し
た
合
意
で

は
、
六
五
〇
〇
人
の
戦
闘
員
を
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
士
官
候
補
七
一
人
を
含
む
一
四
四
二
人

（
女
性
一
〇
五
人
を
含
む
）
が
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
戦
闘
員
は
統
合
後
の
階
級
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま

に
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
五
日
か
ら
ネ
パ
ー
ル
軍
の
施
設
で
九
ヶ

月
間
の
訓
練
に
入
っ
た
。
戦
闘
員
は
ネ
パ
ー
ル
軍
に
新
た
に
設
置
さ

れ
たGeneral D

irectorate of N
ational D

evelopm
ent, Forest 

Protection and Calam
ity M

anagem
ent ＊

17に
配
属
さ
れ
、
非
戦
闘

員
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
森
林
保
護
、
災
害
救
助
な
ど
の
分
野
で

働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
階
級
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三

年
三
月
一
三
日
に
成
立
し
た
主
要
政
党
間
の
合
意
で
、
一
人
に
大

佐
、
二
人
に
中
佐
の
ポ
ス
ト
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

初
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
戦
闘
員
全
員
を
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
べ
き
と

主
張
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
主
要
政
党
間
の
合
意
を
は
る
か
に

下
回
る
一
四
四
二
人
が
統
合
さ
れ
た
。
統
合
の
方
法
が
「
侮
辱
的
で

あ
る
」
と
し
て
引
退
を
希
望
し
た
人
が
多
か
っ
た
こ
と
、
学
歴
や
年

齢
が
ネ
パ
ー
ル
軍
の
基
準
を
満
た
さ
な
か
っ
た
た
め
に
選
抜
か
ら
は

ず
さ
れ
た
人
が
い
た
こ
と
が
、
そ
の
原
因
で
あ
る
。

Ⅲ
党
分
裂
を
し
た
マ
オ
イ
ス
ト

和
平
プ
ロ
セ
ス
で
マ
オ
イ
ス
ト
は
数
多
く
の
妥
協
を
強
い
ら
れ

た
。
包
括
和
平
協
定
と
暫
定
憲
法
を
つ
く
る
過
程
で
、
制
憲
議
会
選

挙
は
完
全
比
例
代
表
制
に
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
マ
オ
イ
ス
ト

は
、
半
分
の
議
席
を
小
選
挙
区
制
と
す
る
こ
と
で
譲
歩
し
た＊

18

。
共
和

制
へ
の
移
行
を
暫
定
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
ネ
パ
ー

ル
会
議
派
の
反
対
に
あ
っ
て
あ
き
ら
め
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
の
リ
ー

ダ
ー
は
、「
制
憲
議
会
選
挙
の
開
催
を
最
優
先
と
し
た
た
め
に
譲
歩

し
た
」（
バ
ブ
ラ
ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
）
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年

八
ヶ
所
に
散
ら
ば
っ
た
宿
営
地
の
建
設
予
定
地
に
集
結
し
た
。
マ
オ

イ
ス
ト
の
戦
闘
員
は
こ
の
日
か
ら
宿
営
地
の
建
設
を
開
始
し
た＊

13

。
二

〇
〇
七
年
六
月
に
入
る
と
、
国
連
ネ
パ
ー
ル
政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（U
nited N

ations M
ission in N

epal

：
以
下
「 

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
」
と

す
る
）
が
、
全
国
の
宿
営
地
で
登
録
さ
れ
た
約
三
万
人
の
戦
闘
員
の

認
証
検
査
を
開
始
し
、
一
万
九
六
〇
二
人
（
こ
の
う
ち
女
性
が
三
八

四
六
人
）
が
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦
闘
員
と
し
て
認
証
さ
れ
た＊

14

。
こ
れ

ら
の
戦
闘
員
を
国
軍
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
る
作
業
が
、
ネ

パ
ー
ル
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
た
。
マ
オ
イ
ス
ト

と
七
政
党
は
、
包
括
和
平
協
定
で
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦
闘
員
を
ネ

パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
せ
る
こ
と
で
基
本
的
に
合
意
し
て
い
た
。
し
か

し
、
マ
オ
イ
ス
ト
と
他
党
が
軍
統
合
の
問
題
を
政
権
抗
争
に
利
用
し

た
こ
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
自
身
が
武
装
勢
力
の
温
存
を
試
み
た
こ
と
、

統
合
の
仕
方
に
関
し
て
マ
オ
イ
ス
ト
と
他
の
勢
力
の
間
で
意
見
の
食

い
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
軍
統
合
の
作
業
は
な
か
な

か
進
ま
な
か
っ
た
。

包
括
和
平
協
定
を
含
む
関
連
の
協
定
や
合
意
、
暫
定
憲
法
の
な
か

で
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
統
合
・
リ
ハ
ビ
リ
の
詳
細
に
つ
い
て
明
記
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
合
意
を
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
た＊

15

。
マ
オ
イ

ス
ト
は
当
初
か
ら
、
宿
営
地
に
い
る
戦
闘
員
全
員
を
部
隊
ご
と
ネ

パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
せ
る
べ
き
と
主
張
し
た
。
一
方
、
ネ
パ
ー
ル
軍

の
幹
部
や
他
党
リ
ー
ダ
ー
の
な
か
に
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
を
国
軍
に
統

合
す
る
こ
と
に
あ
か
ら
さ
ま
な
反
発
を
示
す
人
も
い
た
。
ネ
パ
ー
ル

首
相
が
率
い
る
政
府
で
国
防
大
臣
を
務
め
た
統
一
共
産
党
の
女
性
副

議
長
の
ビ
デ
ャ
・
バ
ン
ダ
リ
は
、
国
防
大
臣
に
就
任
し
た
直
後
に
、

「
政
治
的
に
洗
脳
さ
れ
た
マ
オ
イ
ス
ト
を
国
軍
に
入
れ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
彼
ら
は
党
に
戻
る
べ
き
」
と
話
し
て
、
物
議
を
醸
し
だ

し
た
。
ネ
パ
ー
ル
軍
の
カ
タ
ワ
ル
参
謀
長
は
、「
マ
オ
イ
ス
ト
を
ネ

パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
る
と
は
ど
の
合
意
書
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

『
資
格
を
満
た
す
人
だ
け
が
治
安
部
隊
に
合
併
さ
れ
る
』
と
記
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
だ
け
で
な
く
、
戦
闘
員
の
将
来
に
関
し
て

「
店
を
開
く
か
、
食
器
を
洗
う
か
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
出
稼
ぎ
に
行
く

か
は
個
人
の
自
由
だ
」
と
、
彼
ら
を
蔑
む
よ
う
な
発
言
さ
え
し
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
統
合
の
作
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
包
括
和
平
協

定
の
成
立
か
ら
五
年
た
っ
た
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
、
主
要
政
党
の

間
で
軍
統
合
問
題
を
含
め
た
「
七
項
目
の
合
意
」
が
成
立
し
た
後
の

こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
合
意
の
後
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦
闘
員
を
、
ネ

パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
れ
る
人
と
自
発
的
に
引
退
す
る
人
と
に
分
類
す

る
作
業
が
始
ま
っ
た
。
宿
営
地
で
の
滞
在
が
長
期
化
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
宿
営
地
を
離
れ
た
戦
闘
員
も
お
り
、
第
一

段
階
の
分
類
作
業
で
は
約
一
万
七
〇
〇
〇
人
の
戦
闘
員
が
分
類
作
業

に
参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
約
九
五
〇
〇
人
が
ネ
パ
ー
ル
軍
へ
の
統
合

を
希
望
し
た
。
自
発
的
引
退
を
希
望
し
た
約
七
四
〇
〇
人
の
戦
闘
員

は
、
二
〇
一
二
年
二
月
に
政
府
が
支
給
す
る
支
給
金
を
受
け
取
っ
て

除
隊
し
た＊

16

。
し
か
し
こ
の
後
、
戦
闘
員
の
統
合
後
の
階
級
と
選
抜
の

基
準
の
問
題
が
決
ま
ら
ず
、
軍
統
合
の
作
業
は
再
び
遅
れ
る
こ
と
に
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会
議
が
開
か
れ
る
た
び
に
、
党
員
か
ら
批
判
の
嵐
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
、
首
都
圏
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
っ
た
党
幹
部
が
贅
沢
な
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
も
、「
党
内

に
階
級
が
で
き
た
」
と
、
会
議
の
ご
と
に
批
判
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
党
ナ
ン
バ
ー
２
だ
っ
た
モ
ハ
ン･

バ

イ
デ
ャ
副
議
長
が
率
い
る
一
派
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
か
ら

ダ
ハ
ル
議
長
や
バ
ッ
タ
ラ
イ
副
議
長
ら
が
、
軍
統
合
問
題
や
新
憲
法

の
問
題
で
党
方
針
を
捨
て
て
柔
軟
に
な
り
す
ぎ
た
と
批
判
を
続
け
て

き
た
。
バ
イ
デ
ャ
派
は
二
〇
一
二
年
五
月
二
七
日
に
制
憲
議
会
が
解

散
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く
の
五
月
三
一
日
、
自
派
の
中
央
委
員
会
議

を
開
き
、
ダ
ハ
ル
議
長
が
党
運
営
に
失
敗
し
た
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル

に
共
産
主
義
思
想
を
残
す
た
め
に
「
革
命
的
な
新
政
党
」
が
必
要
で

あ
る
と
結
論
し
た
。
ダ
ハ
ル
議
長
は
党
の
統
一
を
保
つ
た
め
に
バ
イ

デ
ャ
派
の
説
得
に
努
め
た
が
、
バ
イ
デ
ャ
派
は
六
月
一
六
日
、
全
国

か
ら
約
三
〇
〇
〇
人
の
支
持
者
を
集
め
て
派
閥
総
会
を
開
き
、
一
八

日
に
は
マ
オ
イ
ス
ト
こ
と
統
一
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
か

ら
分
裂
し
て
、
新
党
の
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派
を
結
成
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
バ
イ
デ
ャ
が
新
党
の
議
長
に
な
り
、
マ
オ
イ

ス
ト
の
中
央
委
員
一
四
九
人
の
う
ち
四
五
人
が
新
党
に
加
わ
っ
た
。

新
党
結
成
後
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、
バ
イ
デ
ャ
議
長
は
、「
新

党
は
議
会
制
に
反
対
し
て
新
共
産
主
義
実
現
の
た
め
に
革
命
を
起
こ

す
」
と
話
し
た
。

主
流
派
が
「
イ
ン
ド
の
手
先
に
な
っ
た
」
と
批
判
す
る
バ
イ
デ
ャ

派
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
七
日
に
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
た
め
の

運
動
」
と
銘
打
っ
て
、
イ
ン
ド
の
ナ
ン
バ
ー･

プ
レ
ー
ト
を
つ
け
た

車
が
ネ
パ
ー
ル
に
入
る
の
を
阻
止
し
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
映
画
の
上
映

を
禁
止
す
る
運
動
を
始
め
た
。
こ
の
運
動
は
一
般
国
民
か
ら
の
支
持

を
得
る
こ
と
は
な
く
、
新
党
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
に
終

わ
っ
た
。
バ
イ
デ
ャ
派
マ
オ
イ
ス
ト
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
に
新
党

結
成
後
初
め
て
の
党
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
、｢

イ
ン
ド
の

拡
大
主
義
と
ア
メ
リ
カ
の
帝
国
主
義
が
革
命
の
最
大
の
脅
威
で
あ

る
」
と
い
う
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
か
つ
て
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含
ん

だ
バ
イ
デ
ャ
議
長
の
方
針
案
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
新
民
主
革
命
を

完
遂
す
る
た
め
に
人
民
叛
乱
（People

�s Revolt

）
を
始
め
る
と
い

う
政
治
方
針
が
採
択
さ
れ
た
。

一
方
、
マ
オ
イ
ス
ト
の
主
流
派
、
つ
ま
り
統
一
ネ
パ
ー
ル
共
産
党

毛
沢
東
主
義
派
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
か
ら
第
七
回
党
総
会
を

開
催
し
た
。
ほ
ぼ
二
一
年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
こ
の
党
総
会
で
、
マ
オ

イ
ス
ト
は
人
民
戦
争
の
方
針
、
つ
ま
り
武
装
闘
争
の
路
線
を
正
式
に

捨
て
て
、
資
本
主
義･

民
主
主
義
革
命
の
残
り
の
作
業
で
あ
る
生
産

増
大
と
国
民
の
富
の
増
大
を
完
了
さ
せ
た
後
に
、
社
会
主
義
革
命
に

移
行
す
る
方
針
を
承
認
し
た
。
こ
の
党
総
会
で
は
ダ
ハ
ル
議
長
を
再

び
議
長
に
再
選
し
た
。
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
か
ら
、
特
に
党
内

か
ら
の
批
判
を
受
け
て
党
首
と
し
て
の
権
威
を
弱
め
て
い
た
ダ
ハ
ル

議
長
は
、
こ
の
党
総
会
で
議
長
に
再
選
さ
れ
て
そ
の
権
威
を
盛
り
返

し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
が
制
憲
議

四
月
の
制
憲
議
会
選
挙
の
後
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
第
一
政
党
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
ら
が
政
権
交
代
を
容
易
に
す
る
た

め
に
、「
議
会
の
過
半
数
の
議
席
の
支
持
に
よ
り
首
相
の
罷
免
と
選

出
を
す
る
」（
当
初
は
三
分
の
二
を
超
え
る
議
席
の
支
持
が
必
要
だ
っ

た
）
と
暫
定
憲
法
の
改
正
を
主
張
す
る
と
、
マ
オ
イ
ス
ト
は
こ
れ
に

逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
改
正
を
し
た
こ
と
か
ら
、
ネ

パ
ー
ル
は
こ
の
後
、
頻
繁
に
政
権
交
代
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
オ
イ
ス
ト
が
最
も
大
き
な
譲
歩
を
迫
ら
れ
た
の
が
、
軍
統
合
の

問
題
だ
っ
た
。
二
〇
〇
八
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
筆
者
が
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
戦
闘
員
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
際
、

全
員
が
、「
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
は
部
隊
ご
と
ネ

パ
ー
ル
軍
に
統
合
さ
れ
る
べ
き
」
と
答
え
、
ネ
パ
ー
ル
軍
入
隊
に
必

要
な
基
準
や
条
件
に
は
従
わ
な
い
と
話
し
た
（O

gura 2012

）。
政

治
交
渉
の
場
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
幹
部
は
、「
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
る

ま
で
は
マ
オ
イ
ス
ト
軍
を
解
体
し
な
い
」
と
繰
り
返
し
告
げ
て
き

た
。
ダ
ハ
ル
議
長
ら
は
、
宿
営
地
に
い
る
戦
闘
員
を
政
治
交
渉
に
お

け
る
重
要
な
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

戦
闘
員
は
将
来
、
国
軍
で
働
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
五
年
以
上
も
の

長
期
間
に
わ
た
っ
て
宿
営
地
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

マ
オ
イ
ス
ト
の
バ
ブ
ラ
ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
が
率
い
る
軍
統
合
・

リ
ハ
ビ
リ
特
別
委
員
会
は
、
そ
れ
ま
で
の
主
張
と
は
か
け
離
れ
た
方

法
で
、
ネ
パ
ー
ル
軍
の
基
準
に
従
っ
て
戦
闘
員
を
「
入
隊
」
さ
せ
る

こ
と
に
譲
歩
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
二
年
四
月
一
〇
日

に
は
、
宿
営
地
で
暴
動
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
た
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相

と
ダ
ハ
ル
議
長
が
、
宿
営
地
に
ネ
パ
ー
ル
軍
を
送
り
込
ん
で
実
質
的

な
武
装
解
除
を
し
た
。
こ
の
た
め
、
軍
統
合
の
プ
ロ
セ
ス
は
マ
オ
イ

ス
ト
軍
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
マ
オ
イ
ス
ト
党
内
に
大
き
な
不

満
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
不
満
は
後
に
、
党

分
裂
の
き
っ
か
け
に
ま
で
な
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
あ
る
と
は
い
え
、
ネ
パ
ー
ル
の
和
平

プ
ロ
セ
ス
が
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
の
は
、
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
な
ど
の
他

の
政
党
よ
り
も
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
譲
歩
し
た
こ
と
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
し
か
し
、
マ
オ
イ
ス
ト
党
内
で
は
党
リ
ー
ダ
ー
が
「
妥
協

し
た
」
と
解
釈
さ
れ
、
ダ
ハ
ル
議
長
や
バ
ッ
タ
ラ
イ
ら
は
党
組
織
の

写真6　2009年2月にマオイストの宿営地で開
かれたマオイスト軍の式典での元戦闘員たち
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イ
デ
ャ
派
マ
オ
イ
ス
ト
は
こ
の
選
挙
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
。
マ
オ
イ

ス
ト
の
ダ
ハ
ル
議
長
は
、
選
挙
の
敗
北
の
主
な
原
因
は
党
分
裂
と
党

組
織
の
弱
体
化
に
あ
る
と
し
て
、
組
織
改
革
を
す
る
意
向
で
あ
る
。

一
方
で
、
党
の
ナ
ン
バ
ー
２
で
ト
ッ
プ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
バ
ブ
ラ

ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
は
、
ダ
ハ
ル
議
長
の
独
裁
的
な
党
運
営
が
選
挙
の

敗
北
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
、
ダ
ハ
ル
議
長
の
辞
任
を
要
求
し
た
。

バ
ッ
タ
ラ
イ
は
、
共
和
制
に
移
行
し
た
後
の
ネ
パ
ー
ル
の
状
況
に
対

応
し
て
、
党
の
政
治
方
針
を
変
え
る
べ
き
と
主
張
し
て
お
り
、
党
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
改
革
な
し
に
組
織
改
革
を
し
て
も
意
味
は
な
い
と
主

張
し
て
い
る
。

一
方
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
ネ
パ
ー
ル
軍
へ
の
統
合
問
題
と
並
ぶ
、

和
平
プ
ロ
セ
ス
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
「
移
行
期
の
司

法
プ
ロ
セ
ス
（transitional justice

）」
の
確
立
の
問
題
は
、
さ
ら
に

開
始
が
遅
れ
て
い
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
平
和
復
興
省
に
よ
る
と
、
一
〇

年
間
に
お
よ
ぶ
マ
オ
イ
ス
ト
の
紛
争
の
間
に
、
マ
オ
イ
ス
ト
あ
る
い

は
政
府
側
治
安
部
隊
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
人
の
数
は
一
万
七
八
八

六
人
に
の
ぼ
る
。
紛
争
に
関
連
し
て
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
人
は

一
五
三
〇
人
い
る
。
こ
う
し
た
紛
争
中
に
起
こ
っ
た
人
権
侵
害
の

ケ
ー
ス
を
調
査
す
る
、
真
実
和
解
委
員
会
と
行
方
不
明
者
調
査
委
員

会
を
設
置
す
る
た
め
の
法
案
が
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
て
八
年

た
っ
た
二
〇
一
四
年
三
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
後
半
の
作
業
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。
ネ
パ
ー
ル
の
内
戦
後
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

◉
注

＊
１ 

同
党
は
制
憲
議
会
選
挙
後
の
二
〇
〇
九
年
一
月
に
、
ネ
パ
ー
ル
共

産
党
エ
カ
タ
・
ケ
ン
ド
ラ
・
マ
サ
ル
と
合
併
し
て
、
統
一
ネ
パ
ー
ル
共

産
党
毛
沢
東
主
義
派
（U

nified Com
m

unist Party of N
epal–

M
aoist

）
に
党
名
を
変
え
た
。

＊
２ 

二
〇
〇
八
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
九
年
五
月
ま
で
プ
ス
パ
・
カ
マ

ル
・
ダ
ハ
ル
議
長
が
、
二
〇
一
一
年
八
月
か
ら
二
〇
一
三
年
二
月
ま
で

バ
ブ
ラ
ム
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
元
副
議
長
が
連
立
政
府
の
首
相
を
務
め
た
。

＊
３ 

一
九
四
九
年
九
月
に
、
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
で
結
成
さ
れ
る
。

＊
４ 

一
九
九
一
年
一
月
に
、
民
主
化
後
初
の
総
選
挙
に
参
加
す
る
た
め

に
結
成
さ
れ
た
政
党
。
こ
の
選
挙
で
統
一
人
民
戦
線
ネ
パ
ー
ル
は
八
議

席
を
獲
得
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
と
統
一
共
産
党
に
次
ぐ
第
三
政
党

と
な
っ
た
。

＊
５ 

二
〇
〇
一
年
六
月
一
日
に
ナ
ラ
ヤ
ン
ヒ
テ
ィ
王
宮
で
、
当
時
の
ビ

レ
ン
ド
ラ
国
王
一
家
五
人
全
員
を
含
む
、
王
族
一
〇
人
が
死
亡
す
る
事

件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
が
こ
れ
か
ら
後
の
ネ
パ
ー
ル
政
治
の
方
向

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

＊
６ 

こ
の
和
平
交
渉
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
側
は
全
政
党
が
参
加
し
た
円
卓

会
議
の
開
催
と
、
全
党
政
府
の
樹
立
、
新
憲
法
を
制
定
す
る
た
め
の
制

憲
議
会
選
挙
の
開
催
を
要
求
し
た
。

＊
７ 

二
〇
〇
一
年
の
王
宮
事
件
の
あ
と
に
新
し
く
国
王
と
な
っ
た
ギ
ャ

ネ
ン
ド
ラ
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
八
日
に
ネ
パ
ー
ル
会
議
派
の
シ
ェ

ル
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
デ
ウ
バ
首
相
を
罷
免
し
て
、
自
身
が
任
命
し
た
ロ

ケ
ン
ド
ラ
・
バ
ハ
ド
ゥ
ル
・
チ
ャ
ン
ダ
を
首
相
に
就
け
た
。
以
後
、

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
は
二
〇
〇
六
年
四
月
に
「
第
二
の
民
主
化
運
動
」

が
成
功
す
る
ま
で
、
専
制
政
治
を
行
っ
た
。

会
を
解
散
し
て
か
ら
、
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
た
憲
法
制
定
の
プ
ロ

セ
ス
が
、
党
総
会
を
き
っ
か
け
に
前
に
進
み
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

主
要
政
党
は
憲
法
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
再
開
す
る
た
め
に
、
二
度
目

の
制
憲
議
会
選
挙
を
開
く
こ
と
で
合
意
し
た
が
、
暫
定
選
挙
内
閣
を

誰
が
率
い
る
か
に
つ
い
て
、
主
要
政
党
の
間
で
結
論
が
出
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
政
権
交
代
が
実
現
せ
ず
に
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ダ
ハ
ル

議
長
が
党
総
会
で
、
最
高
裁
長
官
を
暫
定
選
挙
内
閣
の
長
と
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
主
要
政
党
が
こ
れ
に
合
意
し
た
こ
と
か
ら
、
よ
う
や

く
二
度
目
の
制
憲
議
会
選
挙
へ
向
け
て
動
き
出
し
た
。

お
わ
り
に

五
年
を
超
え
る
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
劣
悪
な
環
境
の
宿
営
地
に

滞
在
を
続
け
た
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
マ
オ
イ
ス
ト
軍
戦
闘
員

は
、
ネ
パ
ー
ル
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
っ
て
い
い
存
在

だ
っ
た
。
ダ
ハ
ル
議
長
ら
マ
オ
イ
ス
ト
幹
部
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
や

他
党
と
の
政
権
抗
争
の
交
渉
の
場
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
を
主
な
カ
ー

ド
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
思
う
よ
う
な
か
た
ち

で
マ
オ
イ
ス
ト
軍
を
国
軍
で
あ
る
ネ
パ
ー
ル
軍
に
統
合
す
る
こ
と
に

失
敗
し
た
だ
け
で
な
く
、
宿
営
地
内
で
の
暴
動
を
防
ぐ
た
め
に
夜
間

に
突
然
ネ
パ
ー
ル
軍
を
動
員
し
て
、
武
器
と
戦
闘
員
を
国
軍
の
管
理

下
に
置
く
と
い
う
、
マ
オ
イ
ス
ト
に
と
っ
て
は
屈
辱
的
な
か
た
ち
で

武
装
解
除
を
行
っ
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
当

初
か
ら
、
頑
固
に
武
装
解
除
を
拒
絶
し
て
き
た
が
、
結
局
、
最
後
に

武
装
解
除
を
決
め
た
の
は
マ
オ
イ
ス
ト
の
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
と
ダ
ハ

ル
議
長
だ
っ
た
。
軍
統
合
に
お
け
る
失
敗
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦

闘
員
だ
け
で
な
く
、
マ
オ
イ
ス
ト
党
内
に
、
幹
部
と
く
に
ダ
ハ
ル
議

長
に
対
す
る
不
信
と
不
満
の
種
を
ま
く
こ
と
と
な
り
、
後
に
バ
イ

デ
ャ
派
マ
オ
イ
ス
ト
に
よ
る
党
分
裂
を
招
く
と
と
も
に
、
ダ
ハ
ル
議

長
の
党
内
で
の
権
威
を
下
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
失
敗
し
た
と
は
言
え
な

い
。
む
し
ろ
、
ネ
パ
ー
ル
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
は
マ
オ
イ
ス
ト
が
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
譲
歩
し
た
こ
と
か
ら
前
に
進
ん
で
き
た
と
言
え
る
。

武
装
勢
力
で
あ
る
マ
オ
イ
ス
ト
が
、
他
の
議
会
政
党
か
ら
信
頼
を
得

る
た
め
に
は
、
譲
歩
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
オ

イ
ス
ト
の
軍
統
合
が
終
了
し
た
後
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
よ
う
や
く
マ

オ
イ
ス
ト
を
テ
ロ
リ
ス
ト
・
リ
ス
ト
か
ら
除
去
し
た
。
外
国
政
府
か

ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
も
、
武
装
勢
力
の
解
体
が
必
要
だ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
九
日
に
開
か
れ
た
二
度
目
の
制
憲
議
会
選

挙
で
、
マ
オ
イ
ス
ト
こ
と
統
一
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛
沢
東
主
義
派

は
、
前
制
憲
議
会
選
挙
の
と
き
か
ら
獲
得
議
席
を
大
幅
に
減
ら
し
て

第
三
政
党
に
な
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
マ
オ
イ
ス
ト
は
ネ
パ
ー
ル
会
議

派
の
一
九
六
議
席
、
統
一
共
産
党
の
一
七
五
議
席
か
ら
大
き
く
離
さ

れ
て
八
〇
議
席
し
か
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
バ
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◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
小
倉
清
子（
お
ぐ
ら
・
き
よ
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
七
年
、
栃
木
県
生
ま
れ
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
ネ
パ
ー
ル
の
現
代
政
治
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
農
学
部
農
業
生
物
専
攻
、
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
人
間

学
部
社
会
学
修
士
課
程
修
了
。

⑥
職
歴
…
…
三
田
出
版
な
ど
で
月
刊
誌
の
編
集
者
を
し
た
後
に
ネ
パ
ー
ル
に

渡
航
。
ネ
パ
ー
ル
で
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
各
種

メ
デ
ィ
ア
に
記
事
を
発
表
。
二
〇
一
一
年
か
ら
現
在
ま
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ネ

パ
ー
ル
事
務
所
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
一
九
九
三
年
よ
り
現
在
ま
で
ネ
パ
ー
ル
に
滞
在
。

⑧
研
究
手
法
…
…
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ス
分
析
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
一
年
六
月
に
起
こ
っ
た
ナ
ラ
ヤ
ン
ヒ
テ
ィ

王
宮
事
件
で
ビ
レ
ン
ド
ラ
国
王
一
家
全
員
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
ネ

パ
ー
ル
の
王
制
は
終
焉
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
が
王
制

か
ら
共
和
制
に
移
行
す
る
歴
史
の
な
か
で
、
反
政
府
武
装
勢
力
の〝
マ

オ
イ
ス
ト（
毛
沢
東
主
義
派
）〟が
い
か
な
る
動
き
を
見
せ
た
の
か
、
マ

オ
イ
ス
ト
の
支
配
下
で
一
般
の
人
た
ち
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の

か
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
本
拠
地
と
す
る
地
域
を
中
心
に
八
年
に
わ
た
っ
て

観
測
を
し
た
。
二
〇
〇
六
年
に
政
府
と
マ
オ
イ
ス
ト
が
包
括
和
平
協
定

に
調
印
し
た
後
は
、
マ
オ
イ
ス
ト
が
武
装
解
除
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
中
央
政
界
の
な
か
で
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
変
遷
し
た
マ
オ
イ
ス
ト
の

政
治
方
針
に
つ
い
て
追
究
し
た
。

⑪

推

薦

図

書

…
…D

eepak T
hapa and Bandita Sijapati, A

 
K

ingdom
 under Seize N

epal

�s M
aoist Insurgency, 1996 to 

2003 K
athm

andu, T
he Printhouse 2004

は
マ
オ
イ
ス
ト
の
人
民

戦
争
の
概
略
を
知
る
の
に
適
し
た
書
物
で
あ
る
。

＊
８ 

二
〇
〇
一
年
七
月
に
政
府
と
の
和
平
交
渉
に
入
っ
た
と
き
、
マ
オ

イ
ス
ト
は
第
二
段
階
の
戦
略
的
均
衡
の
段
階
に
移
行
し
て
い
た
。

＊
９ 
当
時
、
マ
オ
イ
ス
ト
党
内
で
は
ダ
ハ
ル
議
長
と
バ
ブ
ラ
ム･

バ
ッ

タ
ラ
イ
の
間
の
路
線
闘
争
が
進
行
し
て
お
り
、
ダ
ハ
ル
は
自
身
の
権
威

強
化
の
た
め
に
、
こ
の
襲
撃
を
計
画
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
マ
オ
イ

ス
ト
は
二
〇
〇
二
年
に
も
カ
ー
ラ
の
軍
兵
舎
を
襲
撃
し
た
が
、
大
失
敗

に
終
わ
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
の
二
度
目
の
襲
撃
で
は
、
マ
オ
イ
ス

ト
側
に
大
勢
の
犠
牲
者
が
出
た
。

＊
10 

二
〇
〇
六
年
五
月
に
議
会
で
採
択
さ
れ
た
「
二
〇
〇
六
年
議
会
宣

言
」
で
、
国
軍
の
王
室
ネ
パ
ー
ル
軍
は
ネ
パ
ー
ル
軍
に
名
前
が
変
わ
っ
た
。

＊
11 

マ
オ
イ
ス
ト
は
宿
営
地
に
い
る
彼
ら
の
武
装
勢
力
を
今
で
も
「
人
民

解
放
軍
」
と
呼
ぶ
が
、
包
括
和
平
協
定
な
ど
の
協
定
で
は
「
マ
オ
イ
ス
ト

軍
」
と
呼
ん
で
い
る
た
め
に
、
こ
こ
で
も
「
マ
オ
イ
ス
ト
軍
」
を
使
う
。

＊
12 

二
〇
一
三
年
二
月
一
〇
日
の
有
力
日
刊
紙K

antipur

が
指
摘
し

て
い
る
、
バ
ッ
タ
ラ
イ
首
相
の
「
疑
わ
し
い
動
き
」
の
な
か
に
は
、
首

相
が
大
臣
を
兼
任
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
、U

pper T
rishuli A

の
発

電
力
を
雨
季
の
間
だ
け
増
加
す
る
と
い
う
中
国
企
業
の
要
請
を
受
け
入

れ
た
決
定
が
あ
る
。N

epal Electricity A
uthority

の
評
議
会
は
、

雨
季
の
間
だ
け
の
発
電
力
増
加
は
計
画
停
電
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
ら

な
い
と
し
て
、
こ
の
要
請
を
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
決
め
た
が
、
バ
ッ

タ
ラ
イ
首
相
は
反
対
派
の
評
議
会
委
員
を
解
任
し
て
ま
で
要
請
を
受
け

入
れ
る
決
定
を
し
た
。

＊
13 

一
つ
の
師
団
は
本
部
連
隊
を
含
む
四
つ
の
連
隊
か
ら
な
り
、
一
つ

の
連
隊
が
一
つ
の
宿
営
地
に
滞
在
し
た
。
マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
武
器
は
そ

れ
ぞ
れ
の
本
部
連
隊
の
宿
営
地
に
あ
る
武
器
庫
に
し
ま
わ
れ
、
こ
れ
を

国
連
ネ
パ
ー
ル
政
治
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
監
視
し
た
。

＊
14 

最
初
の
和
平
交
渉
が
開
か
れ
る
前
、
つ
ま
り
二
〇
〇
六
年
五
月
二

五
日
の
時
点
で
一
八
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
こ
の
日
よ
り
も
以
前
に

マ
オ
イ
ス
ト
軍
に
入
隊
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
み
が
、

マ
オ
イ
ス
ト
軍
の
戦
闘
員
と
し
て
認
証
さ
れ
た
。

＊
15 

暫
定
憲
法
に
は
、「
暫
定
内
閣
は
マ
オ
イ
ス
ト
戦
闘
員
を
監
督
、
統

合
、
リ
ハ
ビ
リ
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
16 

自
発
的
引
退
を
希
望
す
る
元
戦
闘
員
に
は
、
階
級
に
応
じ
て
五
〇

万
か
ら
八
〇
万
ル
ピ
ー
の
支
給
金
が
二
度
に
分
け
て
支
払
わ
れ
た
。

＊
17 

こ
の
部
隊
は
マ
オ
イ
ス
ト
の
元
戦
闘
員
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
政
府

治
安
部
隊
員
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
員
か
ら
な
る
。

＊
18 

実
際
の
制
憲
議
会
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
制
二
四
〇
議
席
、
比
例
代

表
制
三
三
五
議
席
、
内
閣
任
命
二
六
議
席
の
合
計
六
〇
一
議
席
と
な
っ
た
。
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